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　十日町市での記念式典。お互いの理解を

さらに深めました。

７
月

10
月

　茶道を体験するコモ市使節団の皆さん。日本の歴史や文化を肌で感じました。

　十日町市とイタリア・コモ市が姉妹都市の提携を

して、平成27年で40年の節目を迎えました。これ

を記念した事業を通じて、姉妹都市としての交流の

さらなる深化を約束し合いました。これまでの友好

の歴史と40周年の取組みを振り返ります。

●問合せ＝企画政策課広報広聴係☎757-3112

　
十
日
町
市
と
同
じ
く
絹
製
品
の
産
地

と
し
て
名
高
い
コ
モ
市
は
、
そ
の
絹
織

物
を
仲
立
ち
に
し
て
、１
９
７
５
年︵
昭

和
50
年
︶
２
月
27
日
に
姉
妹
都
市
提
携

を
結
び
ま
し
た
。
姉
妹
都
市
提
携
が
始

ま
っ
て
以
来
、
５
年
ご
と
に
使
節
団
が

お
互
い
の
市
を
訪
問
し
て
い
る
ほ
か
、

小
学
校
同
士
の
交
流
や
青
少
年
を
対
象

と
し
た
交
換
留
学
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
組
み
に
よ
る
交
流
が
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

コモ市は
こんなところ

■面積：37.34平方キロメートル（十

日町市の約16分の１)

■人口：８万4,000人

　イタリアの北部、スイスとの国境の

都市で、商業の中心ミラノにほど近い

場所にあります。ヨーロッパ屈指の伝

統あるリゾート地で、コモ湖畔の別荘

地や古い石畳の街並みなど美しい景観

を誇る街です。

　
文
化
・
言
語
・
習
慣
の
違
う
両
市
が

違
い
を
乗
り
越
え
、
そ
の
違
い
に
誇
り

を
感
じ
、
す
ば
ら
し
い
関
係
を
築
い
て

き
ま
し
た
。
そ
の
道
の
り
は
と
て
も
長

く
、
そ
の
た
め
に
捧
げ
ら
れ
た
努
力
を

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
姉
妹
都
市
関

係
は
両
市
に
と
っ
て
貴
重
な
財
産
で
あ

り
、
両
市
民
が
協
力
し
て
友
情
を
深
め

て
い
く
た
め
の
交
流
の
歩
み
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
両
市
の
平
和
・
幸

福
・
発
展
を
願
っ
て
い
ま
す
。

コモ市

マリオ・ルチーニ市長
Mario Lucin

　
ス
テ
ー
フ
ァ
ノ
・
レ
ニ
ャ
ー
ニ
市
議

会
議
長
を
は
じ
め
、
12
人
の
使
節
団
が

訪
れ
ま
し
た
。
滞
在
中
は
、
記
念
式
典

や
歓
迎
行
事
を
開
催
し
た
ほ
か
、
大
地

の
芸
術
祭
の
作
品
鑑
賞
や
市
内
視
察
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

コ
モ
市
か
ら
十
日
町
市
へ

十
日
町
市
か
ら
コ
モ
市
へ

Tokamachi

そ
れ
ぞ
れ
の
親
善
使
節
団
が
お
互
い
の

ま
ち
を
訪
問
し
ま
し
た
�

姉
妹
都
市
は
貴
重
な
財
産

　
関
口
市
長
を
代
表
に
公
式
使
節
団
10

人
と
市
民
使
節
団
を
合
わ
せ
た
56
人
が

コ
モ
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。
コ
モ
市
で

開
催
さ
れ
た
記
念
行
事
に
参
加
し
ま

し
た
。

　コモ市での記念式典で並ぶ両市長。さらなる交流の発展を約束しました。 　コモ市役所の中庭での集合写真。

　子どもたちの歌声で歓迎してくれました。

　歓迎パーティでは、使節団の皆さんへ浴衣をプレゼント
しました。

₄₀周年の
取組み
2015年

特集
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交流を
深める力

これからの姉妹都市交

流を担う若い人材を育む

ための取組みです。毎年、

両市からそれぞれ２人程

度の青少年が選出され、

お互いの市を訪問し、２

週間程度のホームステイ

をします。お互いの文化

を学び合う貴重な機会を

通じて、交流の懸け橋と

なる若い世代が着実に増

えています

十日町・コモ姉妹都市交流協会

副会長　村尾 隆さん
（南新田町１・65歳）

第１回　交換留学生

太田 留美さん
（本町７- ２・31歳）

青少年交換留学生

　十日町・コモ姉妹都市交流協会では、会員

を随時募集しています。これからの姉妹都市

交流を一緒に盛り上げませんか。コモ市との

交流に関わりたい人は気軽に問い合わせてく

ださい。

●年会費＝個人会員１口：1,000円

　　　　　法人会員１口：１万円

問十日町・コモ姉妹都市交流協会事務局（十

日町商工会議所内☎757-5111）

交
流
協
会
会
員
募
集

　 昭 和50年 ２ 月27日　 春
日由三市長とアントニオ・
スパリーノ市長による調印
式（コモ市庁舎）。

　平成12年、十日町市の
彫刻家　藤巻秀正氏による

「友愛」の像をコモ湖畔に
設置。

　昭和61年９月５日〜９
日、10周年記念使節団、第
３回青少年使節団が訪問。

　平成10年にコモ市から贈
られた、コモ湖のシンボル
として現在も湖畔に浮かぶ
小舟「ルチア」。

　平成22年の35周年記念式
典で、ステファノ・ブルーニ
市長に記念品を贈呈する関
口市長（コモ市庁舎）。

　平成23年、長野県部地震
で被災した当市を訪れ、学校
などでハープを演奏してく
れたファビウスさん。

　平成12年、姉妹都市提携
25周年を記念して十日町市
の国宝「火焔型土器」のレ
プリカを贈呈。

　昭和56年５月９日〜13
日、コモ市５周年記念使節
団が来市。

1973年（昭和48年)

1974年（昭和49年)

1975年（昭和50年)

1977年（昭和52年)

1980年（昭和55年)

1981年（昭和56年)

1982年（昭和57年)

1983年（昭和58年)

1984年（昭和59年)

1985年（昭和60年)

1986年（昭和61年)

1990年（平成２年)

1991年（平成３年)

1992年（平成４年)

1993年（平成５年)

1994年（平成６年)

1995年（平成７年)

1996年（平成８年)

1998年（平成10年)

1999年（平成11年)

2000年（平成12年)

2001年（平成13年)

2004年（平成16年)

2005年（平成17年)

2010年（平成22年)

2011年（平成23年)

2013年（平成25年)

2015年（平成27年)

絹織物親善使節団が訪問

市議会で姉妹都市提携を全会一致で議決

コモ市と姉妹都市盟約書に調印

絹織物親善使節団が訪問

５周年親善使節団が訪問

５周年親善使節団が来市

第１回青少年親善使節団が訪問

コモ市青少年親善使節団が来市

「イタリアンフェア」を開催

第２回青少年親善使節団が訪問

10周年親善使節団が来市

10周年親善使節団・第３回青少年親善

使節団が訪問

15周年親善使節団・第４回青少年親善

使節団が訪問

十日町・コモ姉妹都市交流協会が発足

「ボンジョルノ・イタリア91」開催

姉妹都市交流協会使節団が訪問

姉妹都市交流協会の新春コンサート使節

団が訪問

相互派遣による、ビデオを制作

20周年親善使節団が来市・訪問

川治小学校とコモ市内の小学校が姉妹校

提携

国際交流員としてアドゥア・カスターニ

ョさんを招待

コモ市から小船「ルチア」が贈呈

川治小学校児童が訪問

25周年親善使節団が訪問

25周年親善使節団が来市

公式親善使節団が訪問し、モニュメント

像「友愛」を贈呈

コモ市で市芸術協会が芸術交流展を開催

コモ・とおかまち2001を開催

十日町石彫シンポジウムにコモ市から２

人の作家を招待

30周年事前使節団が訪問

30周年親善使節団が訪問・来市

青少年交換留学事業を開始

35周年親善使節団が訪問

ハープ奏者ファビウス・コンステ―ブル

さんが来市

イタリア人観光客誘致ツアーを実施

40周年親善使節団が来市・訪問

 姉妹都市交流40年の歴史

・事業開始＝2006年

・実績＝これまでに16人が十

日町を訪れ、19人がコモ市
を訪れました。

市民同士の交流を目的に、

設立された民間の団体です。

幅広く心の通い合った交流と

するために、ファミリアコマ

スカ（コモ市の民間団体）と

連携しながら青少年・産業・

経済・スポーツなど交流事業

を実施しています。

十日町・コモ姉妹都市交流協会

・設立＝1991年

・会長＝丸山秀二さん

・会員＝個人：115人

　　　法人：23法人

・取組み＝青少年交換

留学事業、コモ市フ

ォトコンテスト出展

事業など

今
後
は
コ
モ
市
と
の
相
互
の
理
解
を

さ
ら
に
深
め
る
た
め
、
５
年
ご
と
の
周

年
事
業
の
ほ
か
に
も
お
互
い
に
訪
問
す

る
な
ど
、
新
た
な
分
野
で
の
交
流
も
模

索
し
て
い
き
ま
す
。
交
換
留
学
生
や
交

流
協
会
の
若
い
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、

よ
り
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
で
き
る
よ

う
な
新
し
い
取
組
み
の
検
討
を
計
画
し

て
い
き
ま
す
。
今
ま
で
コ
モ
市
の
こ
と

を
知
ら
な
か
っ
た
人
や
、
若
い
人
た
ち

か
ら
も
多
く
関
わ
っ
て
も
ら
い
、
コ
モ

も
と
も
と
外
国
に
興
味
が
あ
り
、
自

分
の
視
野
を
広
げ
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思

い
交
換
留
学
に
参
加
し
ま
し
た
。
コ
モ

市
で
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
日
常

生
活
を
体
験
し
、
家
庭
料
理
も
教
わ
り

ま
し
た
。
交
換
留
学
は
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
生
活
リ
ズ
ム
や
、
い
つ
も
笑
顔
で

明
る
い
気
質
な
ど
、
文
化
や
人
柄
の
違

い
を
直
接
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
普
通
の
旅
行
で
は
味
わ
う
こ
と
が

で
き
な
い
す
ば
ら
し
い
経
験
で
す
。

姉
妹
都
市
交
流
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
か
ら
、
コ
モ
市
へ
の
理
解
を
深
め
て
ほ
し
い

交
換
留
学
を
き
っ
か
け
に
十
日
町
・

コ
モ
姉
妹
都
市
交
流
協
会
に
加
入
し
、

コ
モ
市
と
の
交
流
活
動
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
も
っ
と
市
民
が

直
接
関
わ
れ
る
よ
う
に
解
放
的
な
活
動

を
展
開
で
き
る
と
良
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
交
換
留
学
生
同
士
の
輪
を
広
げ
た

り
、
若
い
人
や
市
出
身
者
か
ら
も
関
わ

っ
て
も
ら
っ
た
り
し
な
が
ら
姉
妹
都
市

交
流
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

市
と
の
交
流
活
動
を
き
っ
か
け
に
世
界

に
目
を
向
け
た
活
躍
を
し
て
ほ
し
い

で
す
。
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日
３
月
５
日
㈯
屋
台

：
午
後
５
時

〜
８
時
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
作
品

：

午
後

５
時
30
分
〜
８
時
、
花
火

：

午

後
７
時
30
分
〜
数
分
間
※
天
候

に
よ
っ
て
は
花
火
の
打
ち
上
げ

を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

会
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

￥
千
円
、
小
・
中
学
生
５
０
０
円

　
冬
の
夜
空
に
花
火
を
打
ち
上

げ
、
真
っ
白
な
雪
の
世
界
を
一
瞬

浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
す
。

　
雪
上
花
火
と
し
て
は
世
界
最
大

級
の
三
尺
玉
に
加
え
、
今
年
も
雪

原
に
光
の
花
畑
を
作
り
上
げ
る
高

橋
匡
太
さ
ん
の
ア
ー
ト
作
品
が
展

開
。
投
雪
機
を
使
っ
た
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
登
場

し
、
地
元
食
材
を
活
用
し
た
屋
台

も
並
び
ま
す
。

　
雪
国
な
ら
で
は
の
楽
し
さ
が
詰

ま
っ
た
一
夜
限
り
の
特
別
な
時
間

を
、
ぜ
ひ
会
場
で
堪
能
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
＝

　

観
光
交
流
課
芸
術
祭
企
画
係

　
☎
７
５
７

｜

２
６
３
７

花
火
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ア
ー
ト
で
彩
る
雪
の
夜
、一
瞬
の
光
芒

越
後
妻
有 

雪
花
火こ

う
ぼ
う

　地元食材を使った料理が食べられる

屋台で心も体もぽかぽか。（午後５時～）

　投雪機を使ったライティングパフォーマン

スも登場する予定です。

　毎年大好評の高橋匡太さんの LED アート

作品「G
ギフト

ift f
フォー

or F
フローズン

rozen V
ビレッジ

illage2016」

【十日町地域振興局発】
（十日町市役所本庁舎、十日町駅西口経由）

※臨時駐車場：十日町地域振興局、十日町市役所本庁舎

振興局発 16：30 ～以降、
　10分ごとに発～

19：10

会場着 17：10 19：50

【キナーレ発】※臨時駐車場：キナーレ、立正佼成会十日町教会

キナーレ発 16：30
～以降、10分ごとに発～

17：30 17：35
～以降、5分ごとに発～

19：20

会場着 16：50 17：50 17：55 19：40

【かわにし雪まつりめぐり専用シャトルバス】

三箇（原田バス停）発 16：40 17：20 18：10 18：50

野口（野口バス停）発 16：45 17：25 18：15 18：55

仁田（橘小学校前バス停）発 16：50 17：30 18：20 19：00

上野（上野小学校前バス停）発 16：55 17：35 18：25 19：05

元町（ナカゴグリーンパーク入口）発 16：53 17：38 18：28 19：08

会場着 17：00 17：40 18：30 19：10

【千手中央コミュニティセンター発】（木島町バス停、川西高校前バス停、上野JAぴっとランド経由）

※臨時駐車場：千手中央コミュニティセンター、十日町市役所川西庁舎、新潟県信用組合川西支店、川西中学校、川西高校、川西
総合体育館

千手コミセン発 16：30
～以降、10分ごとに発～

19：30

会場着 16：50 19：50

【青果市場発】
（JA十日町経由）

※臨時駐車場：青果市場、JA十日町

青果市場発 16：30 ～以降、
　15分ごとに発～

19：25

会場着 16：50 19：45

無料シャトルバス運行表

　会場には一般車両の入場ができません。必ず無料シャトルバス

を利用してください。徒歩で会場にはあがれませんので注意して

ください。（シャトルバス運行の安全確保のため）

※花火打ち上げ間際に到着するシャトルバスは混雑が予想されます。時間に余裕を持って乗車

してください。午後７時より早い時間に会場に到着する便の利用をおすすめします

※キナーレ発シャトルバスは大変混み合います。十日町地域振興局発・青果市場発は比較的に

余裕があります

会場
行き

※19：45分以降バスが満員になり次第、順次発車します

※かわにし雪まつり各会場へのバスは19：50発（三箇着20：10）、20：30発（三箇着20：50）の

２便です

会場発
帰りのバス

バス 車 徒歩

市報とおかまち　平成28年２月10日号

　
冬
の
夜
空
に
花
火
を
打
ち
上

げ
、
真
っ
白
な
雪
の
世
界
を
一
瞬

浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
す
。

　
雪
上
花
火
と
し
て
は
世
界
最
大

photo Osamu Nakamura

さんの LED アート

2016」

photo Osamu Nakamura

投雪機を使ったライティングパフォーマン 毎年大好評の高橋匡太

作品「

photo Osamu Nakamura※イメージ
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このコーナーでは、市の魅力発見や、皆さんの
生活に直結する情報などをお知らせします

Pick
Up

市報とおかまち　平成28年２月10日号9

Pick
Up

差押財産のインターネット公売を実施します

公売のお知らせ

● ● ● ● ●問合せ：税務課管理収納係☎757-3113

　
公
売
物
品
に
興
味
の
あ
る
人
や
、
入
札
を

考
え
て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ
下
見
会
で
実
物
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
※
要
事
前
申
し
込
み

●
日
時
�
2
月
23
日
㈫
午
前
10
時
�
正
午

●
場
所
�
保
健
セ
ン
タ
ー
︵
市
役
所
隣
︶

●
申
込
先
�
上
記
問
合
せ
先

●
申
込
期
限
�
2
月
22
日
㈪
午
後
5
時

　
市
で
は
、官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
（
運
営

：

ヤ
フ
ー
㈱
）
で
、
市
税
の
滞
納
者
か
ら
差
し

押
さ
え
た
財
産
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公

売
し
ま
す
。

●
公
売
方
法
�
せ
り
売
り
形
式

●
公
売
場
所
�Y

ヤ
フ
ー

a
h
o
o
!

オ
ー
ク
シ
�
ン
内

の
﹁
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
�
ン
﹂

●
公
売
参
加
申
込
期
間
�
2
月
16
日
㈫
午
後

１
時
�
26
日
㈮
午
後
11
時
ま
で

●
入
札
期
間
�
3
月
4
日
㈮
午
後
１
時
�
3

月
6
日
㈰
午
後
11
時
ま
で

●
売
却
決
定
日
時
�
3
月
7
日
㈪
午
前
10
時

●
買
受
代
金
納
付
期
限
�
3
月
14
日
㈪
午
後

２
時
30
分
ま
で

※
こ
の
公
売
に
参
加
す
る
に
は
、
あ
ら
か
じ

め
﹁Y

a
h
o
o
! J

ジ
ャ
パ
ン

A
P
A

N
 ID

﹂
を
取
得
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す

・
公
売
物
品
の
詳
細
や
申
込
方
法
な
ど
に
つ

い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ヤ
フ
ー
官

公
庁
オ
ー
ク
シ
�
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

︵h
ttp

:/
/
k
o
u

b
a
i.a

u
c
tio

n
s
.y

a
h

o
o
.

c
o
.jp

/

※
﹁
十
日
町
市
﹂
を
選
択
︶
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い

公
売
物
品
の
下
見
会

売却区分 所　　在 地目・面積 見積価格 公売保証金

1
（土地）柏崎市大字南条字馬場

　　3575番８　外18筆
宅地・2,186.71平方メートル

（登記簿面積）
446万円 45万円

【不動産１点】

【動産７点】

売却区分 物品名（材質など） 規格等（単位：ミリメートル） 見積価格 状態
２ 香炉 万菊香炉、直径100×高さ110、外箱付 3,000円 傷や汚れあり
３ 花瓶 九谷焼　九谷長山、直径90×高さ255、花台付 1,000円 傷や汚れあり

４ 花瓶
九谷焼　石盛堂製、直径240×高さ245、花瓶
底面に珠峰と明記

3,000円 傷や汚れあり

５ 扇 純銀製、縦132×横210　内箱・扇台付 4,000円 傷や汚れあり

６
トヨタミニカー
５台セット×３

①ist（黒・銀・茶・白・紫）
②VOXY（紫・紺・黒・銀・白）
③Vitz（薄緑・青・銀・白・赤）

3,000円
経年による汚
れあり　　　

７
AKBツアーグッズ
ほか

クリアファイル・ハンカチ・Tシャツ・マフラー
タオル・ビニール袋

500円 一部開封　　

８
雑誌「いい旅北か
ら各駅停車」

昭和56年７月20日発行、全116ページ 2,000円 傷や汚れあり

１

5

2

6

3

74 8

３月１日から本人通知制度を開始します

住民票取得などの運用変更のお知らせ

● ● ● ● ●問合せ：市民生活課市民年金係☎757－3116

　
住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
証
明
書
な
ど
を
本

人
以
外
の
第
三
者
に
交
付
し
た
事
実
を
本
人

に
通
知
す
る
制
度
を
開
始
し
ま
す
。
住
民
票

の
写
し
な
ど
の
不
正
請
求
や
不
正
取
得
を
抑

制
し
、
個
人
の
権
利
侵
害
を
防
止
す
る
た
め

に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

※
交
付
の
可
否
を
確
認
し
た
り
、
交
付
を
で

き
な
い
よ
う
に
し
た
り
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん

・
市
民
生
活
課
・
各
支
所
市
民
課

※
市
外
に
住
ん
で
い
る
人
や
病
気

な
ど
で
窓
口
に
来
る
こ
と
が
で

き
な
い
人
は
、
郵
送
で
も
申
し

込
み
可

・
本
人
確
認
書
類
︵
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
︶

※
代
理
人
が
申
し
込
む
と
き
、
本

人
の
委
任
状
︵
法
定
代
理
人
の

と
き
は
そ
の
資
格
を
証
す
る
書

類
︶

※
登
録
申
込
書
は
窓
口
に
設
置
し

ま
す
︵
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
入
手
可
︶

　
３
月
１
日
㈫

事
前
登
録
申
し
込
み
の
受
付

開
始
日

国
内
に
住
所
が
あ
る
、
対
象
と

な
る
証
明
書
に
記
載
が
あ
る
人

登
録
申
し
込
み
の
で
き
る
人

登
録
し
た
日
か
ら
５
年
目
の
年

の
12
月
31
日
ま
で

※
再
度
登
録
を
希
望
す
る
人
は
改

め
て
申
し
込
み
が
必
要

登
録
の
期
間

・
交
付
し
た
交
付
年
月
日

・
交
付
し
た
証
明
書
の
種
別
と
通

数
・
交
付
し
た
第
三
者
の
区
分

登
録
者
本
人
に
通
知
す
る
内
容

登
録
手
続
き
の
で
き
る
場
所

登
録
時
の
持
ち
物

　
市
で
交
付
で
き
る
証
明
書
に
限

ら
れ
ま
す
。

・
住
民
票
の
写
し
、
住
民
票
記
載

事
項
証
明
書
、
消
除
さ
れ
て
か

ら
５
年
以
内
の
住
民
票
の
写
し

・
戸
籍
の
附
票
の
写
し
︵
消
除
さ

れ
た
附
票
を
含
む
︶

・
戸
籍
全
部
事
項
証
明
書
︵
戸
籍

謄
本
︶、
戸
籍
一
部
事
項
証
明

書
︵
戸
籍
抄
本
︶、戸
籍
︵
除
籍
︶

記
載
事
項
証
明
書

対
象
と
な
る
証
明
書
の
種
類

・
本
人
か
ら
依
頼
を
受
け
、
本
人
の
委

任
状
を
持
参
し
た
本
人
の
代
理
人

・
代
理
人
以
外
の
第
三
者

※
た
だ
し
国
や
地
方
公
共
団
体
の
機

関
か
ら
の
請
求
で
交
付
し
た
と
き

は
、
本
人
通
知
の
対
象
と
し
ま
せ
ん

第
三
者
と
は

　通知を希望する人

は事前に登録してく

ださい。
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大
地
の
芸
術
祭
の
里

こ
へ
び
隊
・
サ
ポ
ー
タ
ー
通
信

▼
こ
へ
び
隊
と
し
て
の
活
動

︱
母
の
出
身
地
で
大
き
な
芸
術
祭

が
あ
る
と
知
っ
た
の
が
5
回
展
の

こ
ろ
で
、
こ
へ
び
隊
に
も
興
味
を

持
ち
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
作
品
制

作
・
管
理
・
ガ
イ
ド
に
参
加
し
、

今
は
事
務
局
ス
タ
�
フ
と
し
て
も

活
動
し
て
い
ま
す
。
通
年
で
活
動

を
し
て
い
る
と
、
よ
く
顔
を
合
わ
せ
る

こ
へ
び
仲
間
が
で
き
て
楽
し
い
で
す
。

▼
越
後
妻
有
の
魅
力
と
は
？

︱
夏
は
暑
く
冬
は
豪
雪
で
、
住
む
に
は

過
酷
な
環
境
だ
と
聞
き
ま
す
。
で
も
、

そ
の
自
然
環
境
が
た
ま
ら
な
く
好
き

で
、
都
市
か
ら
移
住
す
る
人
が
増
え
て

い
る
理
由
が
分
か
る
気
が
し
ま
す
。
過

疎
化
や
高
齢
化
、
限
界
集
落
な
ど
の
話

題
も
耳
に
す
る
中
、
芸
術
祭
を
6
回
も

成
功
さ
せ
た
越
後
妻
有
の
パ
ワ
ー
は
す

ご
い
！
20
数
年
前
に
家
族
で
帰
省
し
て

越
後
妻
有
と
い
う

土
地
が
好
き

22

い
た
こ
ろ
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
く

ら
い
発
展
を
遂
げ
た
と
感
じ
ま
す
。

▼
次
の
参
加
の
予
定
は
？

︱
冬
の
イ
ベ
ン
ト
は
今
年
で
2
回
目
。

雪
見
御
膳
で
活
動
予
定
で
す
。
た
く
さ

ん
の
人
と
交
流
し
て
冬
の
越
後
妻
有
を

楽
し
み
つ
つ
、
こ
へ
び
隊
と
し
て
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

岡
崎
　
多
美
さ
ん
（
東
京
都
在
住
・
36
歳
・
会
社
員
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　「
大
地
の
芸
術
祭
」の
里

　
総
合
案
内
所

　
☎
７
６
１

｜

７
７
６
７

1田んぼ大好き！ 田んぼのまわりはとてもにぎ
やか♪
2アート田植え 写真右下に××を植えちゃった
思い出。
3家づくり 池谷集落の移住者用住居建設のお手
伝い。ドリルで穴をあけまくる。 

4雪かき雪ほり 豪雪の池谷分校・やまのまなび
やで雪ほり体験。
5月見音楽祭 美佐島駅前で月を見ながら音楽を
聴く夜。
6お手伝いの楽しみ 古民家修復のお昼ごはんは
最高に美味。

7十日町ご飯屋さんの実力 いこての建物＆味＆
価格に魅了されました。
8はざかけ  池谷集落のはざかけは高い杉の木
の間。てっぺんまでいけました。
9大地の芸術祭 友人たちと十日町中をまわりま
した。
10さとナビ さと記者として十日町情報を発信す
るのがマイブーム。

76

9 108

1

5

2 3

4

　池谷集落での田んぼ作業をきっか
けに、十日町市の皆さんとのつなが
りを深めたくて移住しました。

Finder
ファインダー

移住者が撮るとおかまち

鯨
井 

恵
理
子
さ
ん

︵
松
代
・
広
島
県
出
身
・
30
歳
︶

若
者

若
者
若
者者

若
者

若
者者

者

十

　日

　町

　市

　の

　仕

　事

　人

■問合せ

　産業政策課

　☎757-3139

〜
語
る
　
仕
事
・
会
社
・
十
日
町
市
へ
の
思
い
〜

〜
語
る
　
仕
事
・
会
社
・
十
日
町
市
へ
の
思
い
〜

専門学校卒業後に県外で就職していたが、地元で
の就職を希望して帰郷・就職。金属など再生資源の
受け取りや仕分けを担当して２年目。

酒井　善行さん（南鐙坂・29歳）

市内で専業主婦をしていたが、子育てがひと段落
して勤務を始める。商品の製造や梱包作業を担当し
て２年目。

村山　愛さん（為永・29歳）

協力
企業

子
育
て
と
の
両
立

村
山
さ
ん
︱
﹁
女
性
福
祉
が
充
実
﹂
と

い
う
求
人
を
見
て
魅
力
を
感
じ
ま
し

た
。
職
場
の
人
た
ち
は
子
育
て
に
理
解

が
あ
り
ま
す
し
、
経
験
豊
富
な
先
輩
マ

マ
も
多
い
の
で
安
心
し
て
仕
事
が
で
き

て
い
ま
す
。

酒
井
さ
ん
︱
県
外
へ
出
て
い
ま
し
た

が
、
実
家
を
継
ぎ
た
い
と
い
う
思
い
が

あ
り
十
日
町
市
へ
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
仕
事
で
重
機
を
使
っ
て
い

た
こ
と
が
あ
り
、
経
験
を
生
か
せ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
当
社
へ
の
就
職
を

希
望
し
ま
し
た
。

初
体
験
の
連
続

村
山
さ
ん
︱
幅
広
い
商
品
を
扱
っ
て
い

る
た
め
、
中
に
は
年
に
１
度
し
か
扱
わ

な
い
季
節
商
品
も
あ
り
ま
す
。
商
品
に

よ
っ
て
梱
包
の
手
順
な
ど
が
違
う
の
で

一
つ
一
つ
を
確
実
に
行
い
、
間
違
え
な

い
よ
う
気
を
付
け
て
い
ま
す
。

酒
井
さ
ん
︱
再
生
資
源
の
仕
分
け
で
は

鉄
・
ア
ル
ミ
な
ど
複
数
の
素
材
が
組
み

合
わ
さ
れ
た
も
の
を
解
体
す
る
こ
と
が

よ
く
あ
り
ま
す
。
初
め
て
見
る
も
の
も

多
く
、
要
領
を
掴
ん
で
い
る
先
輩
の
解

体
作
業
を
見
な
が
ら
、
日
々
勉
強
し
て

い
ま
す
。

先
輩
か
ら
学
ぶ
こ
と

村
山
さ
ん
︱
今
は
６
人
の
班
で
仕
事
を

し
て
い
ま
す
が
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大

事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
だ
教
え
て

も
ら
う
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
先
輩
た

ち
に
し
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
、
次
に
教

え
て
い
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

酒
井
さ
ん
︱
先
輩
た
ち
は
資
源
が
搬
入

さ
れ
る
曜
日
や
時
間
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
気
を
配
り
な
が
ら
作
業
効
率

を
考
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ

う
し
た
先
輩
の
仕
事
ぶ
り
を
見
て
、
学

ん
で
、
次
に
伝
え
て
い
け
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
。

・製品・製造販売、廃棄再生処理業務など
・十日町市南新田町２（工場は吉田山谷）
・従業員40人
・☎757-3335
・企業理念である「資源は有限、再生は無限」に基

づき、商品作りに力を入れています。

■㈲井上商店
（取材地：エコ・リバー
ス第１工場）

求人
あり



このコーナーは、まちの話題や活動などを紹介しています。
情報がありましたら、企画政策課広報広聴係（☎757-3112）へ気軽にお寄せください。

＝市民リポーターによる市民目線でのリポートです。市民リポーターは
　いつでも募集していますので、興味のある人は問い合わせてください。
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　「濡れし葉に 輝き咲くや シ

ラネアオイ」「広くてね けしき

がいいよ 大厳寺」 ｜ ｜。松之

山地域の歴史・文化・風俗・景

観などを五・七・五で表現した、

46枚の「松之山ふる里かるた」

を使用する、新春松之山ふる里

かるた大会。子どもを中心に約

20人が参加し、楽しみながら

地域の文化を学びました。

　大相撲初場所の15日間の取組10番を予想する松代大相

撲の千秋楽。第136回を数え、８部屋合わせて211人が

勝敗予想を競いました。今年の東の横綱になった「九州

山昭夫」関（写真）は、成績下位だった去年の初参加か

ら大昇進で、来年は「初心に帰って再挑戦したい」と意

気込みました。※西の横綱は「平田山紅三」関でした

　平成27年度ふるさとづくり大賞で、市が地方

自治体表彰（総務大臣賞）を受賞しました。全

国に先駆けて「地域おこし協力隊」を導入し、

70％を超える高い定住率を生み出す、効果的な

まちづくりなどが評価されました。

　閉校した小学校の

校舎をさらに活用し

てもらおうと、水引

細工ワークショップ

を開催しました。の

し袋などに使われる

水引を応用してチョ

コレートのラッピン

グに挑戦。参加した

江 口 幸 子 さ ん（77

歳・小白倉）は「手作りでさりげない感謝の気持ち

を形にできるのがうれしい。ぜひまた開催して欲し

い」と意欲いっぱいに話していました。

遊びながら地域を学ぶ

１月16日㈯：松之山自然休養村センター

松代の横綱、優勝で堂々の土俵入り

１月24日㈰：まつだいふるさと会館

市のふるさとづくりが総務大臣賞を受賞

１月23日㈯：オークラ千葉ホテル（千葉市）

さりげない感謝の気持ちを形に

１月30日㈯：キャンパス白倉

　世界の皆さんが十日町市の豪雪に大喜びしまし

た。これは、雪の降らない国からの観光客を増やす

ための「豪雪体感・雪国体験ツアー」で、アジア圏

の旅行代理店社員などのほか、ヨーロッパなどから

の留学生が参加。かまくら作りやスノーシュー、い

ろり端での食事を体験したマーク・アップルトンさ

ん（ドイツ出身・22歳・慶応義塾大学）は「東京か

ら近いのにこんなに壮大な雪の世界を体験できると

思わなかった。人がとても温かい」と初めての雪国

体験を満喫しました。

雪国で世界をつなげよう

１月22日㈮：清津峡温泉せとぐち

　松代地域では、平成23年度から「街並み景観

再生事業」を展開し、歴史的な景観を生かした街

並みの整備を進めています。その一環として今回、

老朽化した釜田市営住宅を木材のこげ茶とオレン

ジのコントラストが美しい外観に一新。カール・

ベンクスさんのデザインを取り入れ、明るいイメ

ージに生まれ変わりました。

街並みに溶け込む新たな装い

12月15日㈫：釜田市営住宅

　今年の春にオー

プンする市民交流

センター「分
ぶん

じろ

う」に市の文化や

歴史を紹介する部

屋ができます。そ

の部屋の壁になる

1万2,000個 の 泥

団子を、述べ150

人ほどの市民など

の 手 で 作 り ま し

た。この日参加し

た 服 部 拓 磨 さ ん

（荒屋・27歳）は、「自分で作ったので愛着が

わくし、子どもにも自慢できてうれしい。完成

が楽しみ」。

　世田谷新年子どもまつりのために雪を運ぶ活動

も、今回で25回目となりました。まつりは２万

3,000人の来場者でにぎわい、30トンの松代地域の

雪で作られた滑り

台やかまくらはな

んと２時間待ち。

参加者は「雪を見

たり触ったりする

のは初めて。雪の

滑り台もとても楽

しかった。来年も

体験しに来たい」

と雪を通じた交流

を楽しみました。

泥団子が壁になる!?

１月17日㈰：㈱協和建設倉庫

都心に雪を運び続けて25年

１月10日㈰：世田谷区役所前

　湘南学園小学校（神奈川県藤沢市）の５年生

85人が「雪の学校」と題して越後田舎体験に訪

れました。２日目のワラゾウリ作りでは、松之山

在住のおじいちゃん・おばあちゃんから編み方や、

つぎ方を教わり、一人一足を作成。自分で完成さ

せたワラゾウリを履いて「気持ちいい～」「チク

チクする」と満足そうでした。

神奈川の子どもたちが田舎を体験

１月20日㈬：まつだいふるさと会館

地域の住民の話を聞く吉川裕子さん（地域おこし協力隊）
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１
０
０
︶

男
女
共
同
参
画
補
助
事
業

ベ
ト
ナ
ム
の
風
に
吹
か
れ
て

　
認
知
症
の
母
親
を
引
き
取
り
、

ベ
ト
ナ
ム
で
生
活
す
る
日
本
人
女

性
を
描
い
た
大
人
の
青
春
映
画
で

す
。

日
2
月
27
日
㈯
午
後
1
時
30
分
�

4
時
30
分
※
受
付
午
後
0
時
30

分
�

￥
千
円
※
コ
ー
ヒ
ー
・
お
菓
子
代

含
む

定
80
人
程
度
※
定
員
に
な
り
次
第

締
切

内
女
性
の
生
き
方
を
考
え
る
映
画

を
鑑
賞
後
、
お
茶
を
し
な
が
ら

話
し
合
い
ま
す

●
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
�
中
央
公

民
館
・
各
地
区
公
民
館
・
十
日

町
シ
ネ
マ
パ
ラ
ダ
イ
ス
ほ
か

会
・
問
十
日
町
シ
ネ
マ
パ
ラ
ダ
イ

ス
︵
☎
７
５
２
︱
７
５
０
５
︶

親
と
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
在
り
方
（
講
話
）

　
講
師
の
話
を
聞
い
て
、
コ
ミ
�

ニ
ケ
ー
シ
�
ン
の
ね
じ
れ
を
解
消

し
ま
し
�
う
。

日
２
月
27
日
㈯
午
後
２
時
�
４
時

会
ふ
ら
っ
と
ス
テ
ー
シ
�
ン
︵
本

町
２
︶

￥
３
０
０
円

講
小
林
富
貴
子
さ
ん

申
・
問
フ
�
ル
ト
ネ
�
ト
・
関
口

︵
☎
０
９
０
︱
４
９
５
５
︱
４

１
６
９
︶

平
成
27
年
度
情
報
館
主
催

第
４
期
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
講
習

　
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
製
の
オ
フ

�
ス
２
０
１
３
を
使
用
し
ま
す

【
ワ
ー
ド
で
作
ろ
う
！
チ
ラ
シ
・

ポ
ス
タ
ー
作
成
コ
ー
ス
】

日
３
月
８
日
㈫
�
29
日
㈫
の
毎
週

火
曜
日
午
後
７
時
�
８
時
30
分

︵
４
回
︶　

対
ワ
ー
ド
の
基
本
的
な
操
作
が
で

き
る
人

￥
３
千
円

内
見
栄
え
の
良
い
チ
ラ
シ
・
ポ
ス

タ
ー
作
成
の
ポ
イ
ン
ト

【
エ
ク
セ
ル
練
習
（
基
本
編
）】

日
３
月
17
日
㈭
�
31
日
㈭
の
毎
週

木
曜
日
午
後
２
時
�
３
時
30
分

︵
３
回
︶

対
エ
ク
セ
ル
の
基
本
的
な
操
作
が

で
き
る
人

￥
２
２
５
０
円

内
エ
ク
セ
ル
初
級
者
向
け
の
演
習

問
題

【
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
講
習
】

日
３
月
11
日
㈮
�
25
日
㈮
の
毎
週

金
曜
日
午
後
７
時
�
９
時
︵
３

回
︶

対
キ
ー
ボ
ー
ド
で
の
文
字
入
力
、

マ
ウ
ス
操
作
が
で
き
る
人

￥
３
千
円

内
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
�
ン
資
料
の
作
り
方

〈
共
通
〉

定
各
コ
ー
ス
先
着
18
人
※
５
人
以

下
の
場
合
は
中
止
の
と
き
あ
り

会
・
申
・
問
希
望
の
コ
ー
ス
・
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
記
入
し
、
は
が
き
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
話
で
〒
９
４
８

ま
ち
な
か
手
し
ご
と
広
場

　
十
日
町
雪
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て

開
催
し
ま
す
。

日
２
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰
午
前
10

時
�
午
後
５
時
※
21
日
は
３
時

ま
で

会
ふ
ら
っ
と
ス
テ
ー
シ
�
ン
︵
本

町
２
︶

内
わ
ら
細
工
・
ち
ん
こ
ろ
・
染
織

な
ど
の
実
演
販
売
と
手
織
り
体

験
︵
コ
ー
ス
タ
ー
づ
く
り
︶

￥
体
験
５
０
０
円

問
手
し
ご
と
屋
・
ワ
タ
ヌ
キ
︵
☎

０
８
０
︱
６
５
２
１
︱
３
１
９

５
︶

わ
ん
わ
ん
運
動
会
in
雪
ま
つ
り

　
愛
犬
と
一
緒
に
ゲ
ー
ム
を
し
な

が
ら
雪
上
を
駆
け
回
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
※
荒
天
時
は
事
業
を
縮
小

日
２
月
21
日
㈰
午
前
10
時
�
午
後

１
時
30
分
※
受
付
９
時
�

会
十
日
町
雪
ま
つ
り
・
つ
ま
り
広

場
︵
川
治
地
内
︶

￥
犬
１
頭
に
つ
き
千
円
※
事
前
申

込
み
不
要

他
動
物
愛
護
協
会
へ
の
加
入
は
別

途
、
賛
助
会
員
年
会
費
千
円
・

一
般
会
員
年
会
費
２
千
円

問
十
日
町
保
健
所
衛
生
環
境
課

︵
☎
７
５
７
︱
２
７
０
７
︶

リ
サ
イ
ク
ル
本
市

懐
か
し
い
本
に
会
い
に
行
こ
う

　
不
用
に
な
っ
た
図
書
・
雑
誌
を

提
供
し
ま
す
。入
手
困
難
な
本
や
、

珍
し
い
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
雑
誌

が
手
に
入
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

日
２
月
27
日
㈯
�
３
月
６
日
㈰
午

前
９
時
�
午
後
７
時

対
情
報
館
・
分
室
で
利
用
登
録
し

て
い
る
人

￥
１
冊
50
円
※
豪
華
本
な
ど
は
特

別
価
格
あ
り

持
持
ち
帰
り
用
の
袋
や
カ
バ
ン
・

細
か
い
お
金
︵
な
る
べ
く
お
つ

り
が
で
な
い
よ
う
に
︶

他
集
ま
っ
た
お
金
は
本
の
購
入
費

に
充
て
ま
す

会
・
問
情
報
館
︵
☎
７
５
０
︱
５

※市では広告を募集しています。詳しくは広報広聴係まで

広告掲載

　大きなかるたをめがけてヨーイドン！―。大井田雪上かるた大会

は、地域の伝統文化を次世代に伝えながら雪を楽しもうと始めてか

ら25年になります。会場には約50人が集まり、熱戦が繰り広げら

れました。大嶋恋羽さん（東小３年）は、「雪の上でやるところが

楽しかった。チームで優勝できてうれしい。来年もまた参加したい」

と目を輝かせていました。

　大地の芸術祭の取り組みで

８年前から復活した小谷集

落の鳥追い。今年も約20人

の子どもたちがみのとわらぐ

つをまとい、提
ちょうちん

灯を持って集

落を回りました。東京都目黒

区から参加した三宅逸生さん

（７歳）は、「生まれて初めて

の雪。民具は歩きづらかった

けど、楽しかった」と雪国の

伝統行事を楽しみました。

みーっけた！雪の上でかるた大会

しーばんトリも、ごーばんトリも、たちあーがれ　ホーイ　ホイ

１月11日（成人の日）：大井田コミュニティセンター前広場（四日町）

１月10日㈰：小谷

　「コーン」「コーン」と雪原に木の羽根が跳

ね返る音が響きます。新水のハネッケーシは、

大人から子どもまで、住民も来訪者も一緒に

遊ぶ伝統行事。ドウラクジンと併せて無形民

俗慣習として市の文化財に指定されていま

す。行事には約80人が参加し、そのひとと

きを楽しみました。大地の芸術祭サポーター

「こへび隊」として参加した渡部瑞生さん（埼

玉県蕨市・20歳）は、「都市にはない地域の

温かさや、やわらかさを感じた。また来たい」

と話しました。

みんな一緒に楽しむ伝統行事

１月17日㈰：新水地内

　むこ投げは少雪の影響が

心配されましたが、前日に

温泉組合員が中心になり雪

を集めて実施しました。主

役の細山さん・寺島さん夫

妻（いずれも東京在住）は、

例年と違う、やさしいむこ投げを楽しみました。その

後のすみ塗りも、積雪が足りず地面を掘って賽の神を

立て開催。雪国の「奇祭」に外国人や国内外からメデ

ィアの取材も多く訪れ、会場は、すみを塗り、塗られ

る人たちの笑い声で包まれました。

新婚夫婦の幸せを願って「むこ投げ・すみ塗り」

１月15日㈮：松之山温泉薬師堂
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︱
０
０
７
２
西
本
町
２
︱
１
︱

１
情
報
館
︵
☎
７
５
０
︱
５
１

０
０
、Ｆ
７
５
０
︱
５
１
０
３
︶

手
作
り
み
そ
体
験
教
室

　
農
家
の
お
母
さ
ん
が
地
元
産
の

材
料
を
使
っ
て
教
え
ま
す
。

日
３
月
11
日
㈮
午
後
１
時
�
３

時
、12
日
㈯
午
前
10
時
�
11
時
、

13
日
㈰
午
前
９
時
�
正
午
※
13

日︵
家
庭
で
の
作
り
方
の
講
習
︶

の
み
の
参
加
も
可

会
Ｊ
Ａ
十
日
町
四
季
彩
館
え
ぷ
ろ

ん
￥
２
５
０
０
円

定
先
着
20
人
　

持
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
マ
ス
ク

他
み
そ
５
㎏
を
持
ち
帰
り

〆
３
月
４
日
㈮

申
・
問
農
林
課
農
業
企
画
係
︵
☎

７
５
７
︱
３
１
２
０
︶

イ
ジ
メ
撲
滅
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

プ
ロ
レ
ス

　
市
内
初
の
電
流
爆
破
マ
�
チ

で
、
子
ど
も
た
ち
に
勇
気
と
元
気

を
与
え
ま
す
。

日
３
月
20
日
㈰
キ
�
ズ
プ
ロ
レ
ス

教
室

：

午
後
１
時
30
分
�
２

時
、
公
式
試
合

：

２
時
�
４
時

30
分

会
ク
ロ
ス
テ
ン

￥
2
５
０
０
円
︵
当
日
３
千
円
︶、

学
生
千
円
︵
当
日
の
み
︶
※
中

学
生
以
下
・
70
歳
以
上
無
料

内
キ
�
ズ
プ
ロ
レ
ス
教
室
・
じ
�

ん
け
ん
大
会
・
プ
ロ
レ
ス
５
試

合
・
チ
ャ
リ
テ
�
ー
屋
台

●
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
�
コ
ン
ビ

ニ
︵
セ
ブ
ン

－

イ
レ
ブ
ン
・
ロ

ー
ソ
ン
ほ
か
︶・
ポ
ス
タ
ー
掲

示
店
な
ど

●
参
加
す
る
選
手
�
大
仁
田
厚
さ

ん
ほ
か

問
㈱
フ
ァ
ー
ス
ト
オ
ン
ス
テ
ー
ジ

︵
☎
03
︱
５
７
７
７
︱
５
３
６

１
︶

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
募
集

公
立
保
育
園
の
統
廃
合
及
び
民
営

化
計
画
（
第
２
次
実
施
計
画
）
案

　
パ
ブ
リ
�
ク
コ
メ
ン
ト
と
し
て

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間
�
２
月
15
日
㈪
�
３

月
４
日
㈮

●
資
料
の
閲
覧
場
所
�
本
庁
・
各

支
所
・
情
報
館
・
各
地
区
公
民

館
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
意
見
の
提
出
方
法
・
問

郵

送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー

ル
︵t-k

o
s
o

d
a

te
@

c
ity

.

to
k
a
m

a
ch

i.lg
.jp

︶
の
い
ず
れ

か
で
、
〒
９
４
８
︱
８
５
０
１

千
歳
町
３
︱
３
子
育
て
支
援
課

保
育
園
係
︵
☎
７
５
７
︱
９
１

６
９
、Ｆ
７
５
７
︱
３
８
０
０
︶

短
歌
募
集

第
30
回
黄
桜
の
丘
桜
ま
つ
り

●
歌
題
�
黄
桜
・
信
濃
川
・
ふ
き

の
と
う
※
１
人
３
首
以
内

●
選
者
�
平
野
綱
一
さ
ん

●
発
表
�
４
月
29
日︵
昭
和
の
日
︶

黄
桜
の
丘
桜
ま
つ
り
に
て
※
入

賞
者
に
は
賞
品
あ
り

〆
３
月
31
日
㈭
必
着

申
・
問
住
所
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・

年
齢
・
電
話
番
号
・
短
歌
を
は

が
き
で
〒
９
４
９
︱
８
４
９
２

上
山
己
２
１
３
３
十
日
町
市
観

光
協
会
中
里
事
務
所
︵
☎
７
６

３
︱
３
１
６
８
︶

市
民
み
ん
な
で
学
び
合
い

生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
「
学

び
あ
い
」
の
登
録
者
募
集

　
市
民
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
知
識

や
技
術
・
技
能
体
験
を
生
か
し
、

市
民
同
士
で
学
び
合
う
機
会
を
広

く
提
供
す
る
た
め
に
、
生
涯
学
習

人
材
バ
ン
ク
登
録
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
登
録
者
か
ら
は
、
市
民

の
要
請
に
応
じ
講
演
や
実
技
指
導

な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
生
涯
学
習
活
動
に
関
す
る
特
技

や
技
術
・
知
識
な
ど
を
有
し
、

生
涯
学
習
に
対
し
て
深
い
理
解

や
熱
意
を
持
っ
て
指
導
で
き
る

人
や
団
体

※
指
導
者
の
身
分
を
利
用
し
た
政

治
的
活
動
や
宗
教
活
動
お
よ
び

営
利
活
動
は
認
め
ま
せ
ん

●
登
録
分
野
�
文
化
芸
能
活
動
・

ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
福
祉
活
動
・

農
業
や
園
芸
活
動
・
そ
の
他
学

習
活
動

●
申
込
期
限
�
２
月
29
日
㈪
※
期

限
後
も
随
時
受
付

●
登
録
情
報
の
利
用
�
人
材
情
報

が
ま
と
ま
り
次
第
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
、
公
民
館
な

ど
に
冊
子
を
配
置

●
登
録
方
法
�
登
録
申
込
書
︵
各

公
民
館
に
配
置
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可
︶
を
各

公
民
館
に
提
出

問
生
涯
学
習
課
︵
☎
７
５
７
︱
８

９
１
８
︶

市
施
設
管
理
者

対
60
�
69
歳
の
人

●
募
集
人
数
�
若
干
名

●
任
用
期
間
�
原
則
と
し
て
１
年

●
就
業
先
�
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日

町
・
公
民
館
な
ど

　市内小・中学校で介助が必要な児童・生徒に、授業や課

外活動で個別支援し、教員を補助する職員を募集します。

●募集人数＝３人程度

●選考方法＝書類選考・面接

●任用期間＝４月１日～平成29年３月31日まで（予定）

※夏休み期間を除く

●勤務時間＝午前８時15分～午後４時15分※休憩１時間

●休日＝土・日曜日、祝日、年末年始※学校行事により振

替勤務のときあり

●勤務地＝市内小・中学校

●賃金＝時給840円※教員免許（種別問わず）・保育士・

ヘルパーなどの有資格者は900円

●加入保険・手当＝社会保険加入、通勤手当あり

〆２月24日㈬

申ハローワーク十日町

問学校教育課（☎757-3336）

十日町市教育支援員（臨時職員）

十日町市社会福祉協議会（看護師）

職員募集

職員募集

　申し込み方法など詳細は問い合わせてください。

【嘱託職員】

対保健師・看護師・准看護師いずれかの資格と

普通自動車免許を所持する人

●雇用期間＝４月１日～平成29年３月31日

　※試用期間３か月、契約更新あり（正規職員

採用試験実施も可）

●給与など＝月額20万円、期末手当・社会保険・

退職金あり

【正規職員】

対概ね40歳以下の保健師・看護師・准看護師い

ずれかの資格と普通自動車免許を所持する人

●雇用開始日＝４月１日※試用期間３か月

●給与など＝月額15万4,800円～ 25万円程度、

昇給年１回・賞与年２回・社会保険・退職金

あり

〈共通〉

●募集人数＝各１人

●業務内容＝訪問入浴介護（健康チェック・看

護処置・入浴車運転・入浴器具操作など）

●勤務地＝十日町訪問入浴介護事業所※異動あ

り

●勤務時間など＝午前８時30分～午後５時15

分（休憩45分）・完全週休２日（土曜日・祝

日勤務あり※交代制）

●選考方法＝１次試験：書類・作文「在宅介護

サービスで取り組みたいこと」（400字詰原

稿用紙２枚以内）、２次試験：面接

〆２月22日㈪

問十日町市社会福祉協議会（☎750-5010）

　講師が丁寧に教えてくれるので、料理が苦手

でも大丈夫です。

日３月19日㈯午前10時～午後３時

会千手中央コミュニティセンター

対30～45歳までの独身男女

￥男性2500円、女性２千円

定男女各10人※応募多数のときは抽選。結果

は後日郵送

〆男性：３月２日㈬、女性：３月９日㈬

申・問エフエムとおかまち（☎752-7830）

【男性応募者事前説明会】

　応募多数のとき、男性は事前説明会の参加者を優先して抽選します。

日３月５日㈯午後６時～７時30分※予定

会情報館

ハピコン♥クッキングパーティー
かんたんアレンジ♥ほめられごはん

●
選
考
方
法
�
書
類
審
査
な
ど

〆
２
月
19
日
㈮

申
・
問
履
歴
書
を
︵
公
社
︶
十
日

町
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
︵
☎
７
５
２
︱
０
８
８
８
︶

在
職
者
訓
練

【
難
削
材
の
切
削
加
工
技
術
】

日
３
月
11
日
㈮
午
前
９
時
30
分
�

午
後
４
時

￥
３
９
０
０
円

定
20
人
※
申
込
み
多
数
時
は
抽
選

内
難
削
材
料
の
最
適
な
切
削
条
件

の
設
定
と
加
工
法

〆
３
月
３
日
㈭

【
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
向
上
コ
ー
ス
】

日
３
月
17
日
㈭
・
18
日
㈮
・
22
日

㈫
・
23
日
㈬
午
後
６
時
30
分
�

９
時

￥
２
４
０
０
円

定
15
人
※
申
込
み
多
数
時
は
抽
選

内
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
・
コ
ミ
�
ニ

ケ
ー
シ
�
ン
技
法
・
ビ
ジ
ネ
ス

文
書
・
接
待
マ
ナ
ー
な
ど



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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お知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員

締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講

市報とおかまち　平成28年２月10日号19

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

〆
３
月
10
日
㈭

【
溶
接
検
定
準
備
コ
ー
ス
・
４
】

日
３
月
22
日
㈫
・
23
日
㈬
午
前
９

時
�
午
後
４
時

対
溶
接
に
関
し
て
３
か
月
以
上
の

実
務
経
験
が
あ
る
人

￥
３
９
０
０
円
※
材
料
な
ど
持
参

定
10
人
※
申
込
み
多
数
時
は
抽
選

内
Ｊ
Ｉ
Ｓ
評
価
試
験
の
受
験
実
技

課
題
の
練
習

〆
３
月
14
日
㈪

〈
共
通
〉

会
・
申
・
問
県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス

ク
ー
ル
︵
上
越
市
・
☎
０
２
５

︱
５
４
５
︱
２
１
９
０
︶

上
越
妙
高
駅
お
出
迎
え
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
愛
称
の
人
気
投
票

　
次
の
候
補
か
ら

１
つ
を
選
ん
で
投

票
し
て
く
だ
さ

い
。
※
投
票
特
典

あ
り

●
候
補
�
ウ
�
ル
モ
・
も
ぐ
駅
長
・

モ
グ
ス
キ
ー
・
も
ぐ
た
か
・
も

ぐ
て
つ
・
モ
グ
ネ
ル
・
モ
グ
ラ

ン
・
も
ぐ
り
ん

〆
2
月
19
日
㈮

●
投
票
方
法
�
越
五
の
国
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
投
票
可

問
新
幹
線
ま
ち
づ
く
り
推
進
上
越

広
域
連
携
会
議
事
務
局
︵
上
越

市
役
所
内
・
☎
０
２
５
︱
５
２

６
︱
５
１
１
１
︶

介
護
者
の
た
め
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
講
演
会

日
２
月
24
日
㈬
午
前
10
時
�
正
午

会
中
里
庁
舎

講
富
沢
一
夫
さ
ん
︵
上
村
病
院
桜

湯
健
康
増
進
施
設
ゆ
あ
ー
ず
健

康
増
進
室
長
︶

￥
１
０
０
円
※
要
事
前
申
し
込
み

申
・
問
き
ら
ら
会
・
坂
野
︵
☎
０

２
５
︱
７
８
８
︱
０
７
３
１
︶・

十
日
町
南
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー︵
☎
７
５
８
︱
２
３
２
４
︶

ア
ニ
メ
制
作
体
験

日
２
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰
の
午
前

10
時
�
正
午
・
午
後
２
時
�
４

時
※
各
日
２
回

会
ベ
ル
ナ
テ
�
オ
森
の
ホ
ー
ル

対
親
子
※
１
組
４
人
程
度

￥
１
組
千
円
※
要
予
約

内
森
の
生
き
物
た
ち
が
登
場
す
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ニ
メ
制
作

持
暖
か
い
服
装

他
子
ど
も
の
歌
や
踊
り
の
映
像
を

使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ニ
メ
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

申
・
問
あ
て
ま
森
と
水
辺
の
教
室

ポ
ポ
ラ
︵
ベ
ル
ナ
テ
�
オ
内
☎

７
５
８
︱
４
８
１
１
︶

ま
る
っ
と
り
ず
む 

お
や
こ
リ
ト
ミ
ッ
ク
無
料
体
験
会 

　
音
楽
を
体
い
っ
ぱ
い
感
じ
て
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
�
う
。 

日
３
月
１
日
㈫
午
前
10
時
30
分
�

会
十
日
町
産
業
文
化
発
信
館
い
こ

て
対
０
�
２
才
の
幼
児
と
保
護
者

定
先
着
10
組  

申
・
問
電
子
メ
ー
ル︵m

a
ru

tto
8
8

　@
g
m

a
il.co

m

︶
ま
た
は
電
話

で
ま
る
っ
と
り
ん
く
・
春
日︵
☎

０
９
０
︱
８
５
８
２
︱
７
４
３

４
︶

平
成
28
年
度

学
校
体
育
施
設
開
放
事
業

　
年
間
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
活
動

を
し
て
い
る
団
体
に
、
主
に
夜
の

時
間
帯
で
市
内
小
・
中
学
校
︵
指

定
校
︶
の
体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド

な
ど
を
開
放
し
ま
す
。
使
用
に
は

利
用
団
体
の
登
録
と
使
用
料
が
必

要
で
す
。
※
施
設
に
よ
り
調
整
の

必
要
あ
り

〆
２
月
25
日
㈭

申
十
日
町
地
域
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
、
そ
の
他
の
地
域
は
各
公
民

館
問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
︵
☎
７
５
６

︱
５
０
１
３
︶

申
告
書
は
早
め
に
提
出
を

　
平
成
27
年
分
の
確
定
申
告
は
次

の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

●
所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
の

相
談
・
申
告
書
受
付
�
２
月
16

日
㈫
�
３
月
15
日
㈫
※
個
人
事

業
者
の
消
費
税
・
地
方
消
費
税

の
確
定
申
告
締
め
切
り
は
３
月

31
日
㈭

休
土
・
日
曜
日
、
祝
日

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
告
書
が
作

成
で
き
ま
す
】

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︵h

ttp
:

//w
w

w
.n

ta
.g

o
.jp

︶
内
の
﹁
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
﹂は
、

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
を
入

力
す
る
だ
け
で
、
税
額
が
自
動
計

算
さ
れ
、
申
告
書
を
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

問
十
日
町
税
務
署
個
人
課
税
部
門

︵
☎
７
５
６
︱
６
０
０
１
︶

国
民
年
金
保
険
料

口
座
振
替
前
納
が
お
得
で
す

　
前
納
は
、
２
年
・
１
年
・
６
か

月
の
３
種
類
で
利
用
で
き
ま
す
。

2
年
前
納
し
た
と
き
は
毎
月
納
付

し
た
と
き
に
比
べ
て
約
1
万
5
千

円
程
度
の
割
り
引
き
に
な
り
ま
す

︵
口
座
振
替
の
み
で
利
用
可
︶。

持
年
金
手
帳
・
通
帳
と
そ
の
届
け

出
印

〆
2
月
29
日
㈪

申
市
民
生
活
課
市
民
年
金
係
︵
☎

７
５
７
︱
３
７
４
８
︶
ま
た
は

各
支
所
市
民
課

問
六
日
町
年
金
事
務
所
国
民
年
金

課
︵
☎
０
２
５
︱
７
１
６
︱
０

８
０
０
︶

消
費
生
活
移
動
相
談
室

　
弁
護
士
に
よ
る
無
料
の
相
談
会

で
す
。﹁
身
に
覚
え
の
な
い
利
用

料
を
請
求
す
る
メ
ー
ル︵
は
が
き
︶

が
届
い
た
﹂﹁
借
金
の
返
済
に
困
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平成28年度各種検（健）診の申し込みが始まります

●各種検診申込書を配布します

　　２月末に各世帯に「各種検診申込書」を配

布します。これは、市の検診の申込書である

とともに、皆さんの受診状況を把握する大切

な調査です。受診希望の有無に関わらず、提

出してください。

〆３月８日㈫

●提出先＝市政事務嘱託員など

●健康診査（住民健診）の申し込み

・40～74歳の人

　　生活習慣病予防を目的に、「特定健康診査」

を各医療保険者（国保・協会けんぽ・共済組

合など）が実施します。職場などで詳細を確

認の上、年１回は健診を受けましょう。

※保険の種類によっては、市の住民健診会場

で受診できないことがありますので注意し

てください。

・16～39歳の人、75歳以上の人

　　健康診査（住民健診）を希望する人は、申

し込んでください。

●胸部レントゲン検査・各種がん検診などの申

し込み

　　どの医療保険の人でも、対象者は受けるこ

とができます。希望する人は、申込書に同封

する案内を確認の上、申し込んでください。

●無料で受診できる検診項目

　　下表の年齢の人は、該当の検診が無料で受

けられます。この機会にぜひ受診してくださ

い。

問健康づくり推進課成人

保健係（☎757-9764）・

各支所市民課

１年に１回健康診断を受けましょう
《健康とおかまち21重点目標》

無料になる検診
対象の年齢

(平成28年４月１日現在)

胃がん検診 40歳

大腸がん検診 40歳

子宮頸がん検診 20歳

乳がん検診 40歳

肝炎ウイルス検診 40・45・50・55・60・65・70歳

※詳しい内容は、全戸に配布される各種検診申込書の案内
を確認してください

っ
て
い
る
﹂
な
ど
の
困
り
ご
と
に

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
３
月
５
日
㈯
午
前
９
時
30
分
�

午
後
０
時
30
分

会
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町
︵
本
町

5
︶

〆
３
月
３
日
㈭

申
・
問
市
消
費
生
活
相
談
窓
口︵
☎

７
５
７
︱
３
７
４
０
︶

【
市
報
１
月
25
日
号
２
ペ
ー
ジ
豪

雪
Ｊ
Ａ
Ｍ
に
つ
い
て
】

●
お
詫
び
と
訂
正
�
出
演
者
で

K
e
y
co

の
読
み
仮
名
が
ケ
イ

コ
と
あ
り
ま
し
た
が
、
正
し
く

は
「
キ
イ
コ
」
で
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

●
追
加
情
報
�
市
民
・
津
南
町
民

割
り
が
あ
り
ま
す
。
※
要
身
分

証
明
書

￥
2
千
円
※
当
日
券
の
み

　東京電力㈱柏崎刈羽原子力発電所での原子力

災害に備えた計画案を説明します。

日・会いずれも午後７時～８時30分ごろ

問防災安全課防災安全係（☎757-3197）

開催日 会　場

２
月

17日㈬ 松之山自然休養村センター

18日㈭ 千手中央コミュニティセンター

22日㈪ 中里庁舎

23日㈫ まつだいふるさと会館

25日㈭ 市民会館

「十日町市原子力災害に備えた
避難計画」（案）の市民説明会



Serialization corner 連載コーナー

里
山
で
育
ま
れ
た
知
恵
や
技
を
ぜ
ひ
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係
☎
７
５
７

｜

３
１
１
２
ま
で

市報とおかまち

連載コーナー Serialization corner

　幼稚園・保育園の遠足や小学校の課外授業にも利用され、学校帰りの子ども
たちや散歩を楽しむお年寄り、週末には家族連れでにぎわいます。

　昨年11月３日に開催した公園のPRイベントには約1,000人が
来場。改修した管理棟と園内は、フリーマーケットやワークショ
ップ、ライブやダンスパフォーマンスでにぎわいました。

　普段ガーデニングを楽しん
でいる地域の女性10人程の
協力で、新たに花壇を整備。
公園を利用する保育園からも
善意で苗が届き、その後さら
に拡張しました。
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み
ん
な
で
育
む
思
い
出
広
場

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

桂
公
園
こ
ど
も
ラ
ン
ド

　「
思
い
出
の
公
園
を
再
生
し
た
い
！
」。
高
齢
化
や
法
改
正
で
活
動
が
難
し
く
な
っ
た

財
団
法
人
桂
会
に
代
わ
り
、
公
園
の
管
理
を
す
る
た
め
地
元
有
志
で
発
足
し
ま
し
た
。

倒
壊
寸
前
の
管
理
棟
の
改
修
や
遊
具
の
管
理
だ
け
で
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン

で
の
食
育
栽
培
活
動
な
ど
、
恵
ま
れ
た
周
囲
の
自
然
環
境
を
融
合
さ
せ
た
新
た
な
公
園

へ
と
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

◆
問
合
せ

：

事
務
局
・
福
原
久
八
郎
さ
ん
（
☎
７
５
７
―
５
９
０
１
）

活
動
を
紹
介
し
た
い
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す

ひ
と
サ
ポ
　
☎
７
６
１

｜

７
４
４
４

市民活動ネットワークひとサポが、

旬な人・団体を紹介します。

連載コーナー

95

　
45
年
前
、
多
発
す
る
交
通
事
故
を
憂

慮
し
た
市
内
の
有
志
に
よ
っ
て
造
成
さ

れ
た
桂
交
通
公
園
。
信
号
機
や
ゴ
ー
カ

ー
ト
が
配
備
さ
れ
、
自
転
車
教
室
な
ど

の
交
通
指
導
も
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
平
成
26
年
に
公
園
が
桂
会
か
ら

市
へ
譲
渡
さ
れ
、
地
域
に
管
理
が
任
さ

れ
た
も
の
の
、体
制
は
不
明
確
な
ま
ま
。

近
隣
に
住
む
福
原
久
八
郎
さ
ん
︵
59

歳
・
上
原
︶
は
、
遊
具
や
ト
イ
レ
を
備

え
る
公
園
を
望
む
約
３
０
０
人
の
声
を

聞
き
、
同
年
12
月
、
新
た
な
管
理
団
体

を
設
立
し
ま
し
た
。

　
市
の
支
援
や
寄
付
で
行
っ
た
管
理
棟

の
改
修
工
事
に
は
、
津
池
の
シ
�
ア
ハ

ウ
ス
に
居
た
若
者
た
ち
も
参
加
。
Ｐ
Ｒ

イ
ベ
ン
ト
に
は
市
内
外
か
ら
40
団
体
余

り
が
出
店
す
る
な
ど
、
公
園
は
新
た
な

人
の
流
れ
や
に
ぎ
わ
い
を
育
む
舞
台
と

な
っ
て
い
ま
す
。
食
育
栽
培
活
動
や
ゴ

ー
カ
ー
ト
の
復
活
、
変
わ
り
自
転
車
の

導
入
な
ど
も
構
想
中
で
す
。

　﹁
公
園
で
の
楽
し
い
思
い
出
が
、
将

来
、
子
育
て
の
場
に
十
日
町
市
を
選
ぶ

契
機
に
な
れ
ば
﹂
と
福
原
さ
ん
。
多
世

代
の
思
い
が
集
う
広
場
は
、
地
域
を
明

日
に
つ
な
げ
る
場
と
な
る
で
し
�
う
。

　今は「害」になることが多
い里山の獣も、昔は生活に欠
かせない一部で、収入や栄養
源だったことは、驚きと興味
の連続でした。
　山を知っているからこそ成
り立つ知恵と技ですね。　

❶ ❺

❹

❷ ❸

お
ら
ほ
の

た
か
ら

｜ 

つ
な
ぐ
知
恵
と
技 

｜

9

昔は毎日を生きるため
今は里山を守るため

❶「どの山にどんな獣がいるか

分かる」。❷静けさの中、突然

鳴り響く銃声。地形を把握して、

獣の行動を想定しながら仕止め

る場所を決めます。❸❹猟の後

はしっかり手入れ。「親父がい

ろりの灰で綺麗にしていたのを

思い出す」。❺熊の胃袋は万能

薬として高額で取り引きされ

ます。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

西
潟 

い
ず
み
さ
ん

取
材
し
た
人

た
獣
の
肉
は
大
切
な
た
ん
ぱ
く
質
の
食

料
、
皮
は
売
り
物
に
し
て
生
活
の
糧
に
し

ま
し
た
。 

　
集
落
の
ウ
サ
ギ
狩
り
が
な
く
な
っ
て
20

年
近
く
に
な
り
、
鉄
砲
打
ち
も
和
成
さ
ん

だ
け
に
な
り
ま
し
た
。﹁
今
は
生
活
の
た

め
と
い
う
よ
り
、
里
山
の
環
境
を
守
る
た

め
。
目
的
は
違
え
ど
、
変
わ
ら
ず
に
大
切

な
役
割
が
あ
る
。
ぜ
ひ
若
い
人
に
も
地
域

の
た
め
に
仲
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
﹂。

　
和
成
さ
ん
は
、
30
歳
の
頃
か
ら
狩
猟
を

始
め
ま
し
た
。﹁
集
落
総
出
で
年
一
回
は

ウ
サ
ギ
狩
り
を
し
た
。
そ
の
後
の
宴
会
が

楽
し
く
て
ね
﹂。
生
活
の
一
部
と
し
て
、

近
所
や
地
域
の
先
輩
た
ち
と
と
も
に
山
に

入
る
の
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

　﹁
土
倉
は
昔
、
冬
に
な
る
と
近
隣
の
地

域
と
の
往
来
が
不
便
で
﹃
陸
の
孤
島
﹄
だ

っ
た
。
道
具
も
食
べ
物
も
自
分
た
ち
で
な

ん
と
か
す
る
し
か
な
か
っ
た
﹂。
捕
獲
し

鉄
砲
打ぶ

ち
山
田 

和た
か
な
り成

さ
ん
（
土
倉
・
67
歳
）
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松代小学校
128

　おばあさんが、いっすんぼう
しにごはんを食べさせていま
す。金たろうの前かけをしてい
るいっすんぼうしが、かわいら
しくかけました。

　水しぶきを、歯ブラシの先を
使って描きました。白や青、水
色などで、深いところ、浅いと
ころのぬり分けが上手にできま
した。

　私が十日町市に引っ越してき
てから初めて見た芸術作品で
す。絵に迫力が出るように大き
く描き、花の部分は強調するた
めに、指で色をぬりました。

　はがキラキラしているところ
と、しっぽをまげたところがじ
ょうずにできました。ドラゴン
のかおも、じょうずにできてよ
かったです。

　つるのはねのぎざぎざが少し
むずかしかったけれど、はねみ
たいにすることができました。
はたをおるところがうまくかけ
てよかったです。

い
っ
す
ん
ぼ
う
し

柳
　
ま
ひ
る
さ
ん
︵
３
年
︶

み
ん
な
で
協
力
し
て
こ
い
だ
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

野
澤
　
柚ゆ

ず

き季
さ
ん
︵
５
年
︶

花
咲
け
る
妻
有

藤
森
　
秋あ

季き

さ
ん
︵
６
年
︶

じ
ご
く
の
ド
ラ
ゴ
ン

小
堺
　
奏そ

良ら

さ
ん
︵
１
年
︶

は
た
を
お
る
つ
る

河
合
優ゆ

き

な

希
奈
さ
ん
︵
２
年
︶

　

ぼ
く
は
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

の
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
ナ
イ

タ
ー
練
習
を
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。
水
色
の
上
に
白
を
ぬ

っ
て
雪
が
降
っ
て
い
る
感
じ

を
出
し
ま
し
た
。

第二リフトからの滑降

柳　伊
いぶき

吹さん（４年）
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